介護詠の今日性とその方法 : 近刊歌集を中心として by 中西 洋子
　　はじめに
最近、いわゆる介護短歌という言葉およびその内容がテレヴィ、
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たい。メディアなどではすでに多く「介護短歌」と呼び慣わしている。 だ、この呼び方には一つの社会的現象といったニュアンスが読みとれよう れに対して、短歌総合誌では「介護の 」 （うたとも（
、または一般に「介護詠」と呼ばれており、意味としては
























的で分かりやすく親しみやすい。ここには日常繰り返される介護の一こま一こまが、具体性を伴って展開されている。一首目の比喩は抒情的で美しく、実感をもってひびくのである。つまり、快復 ほとんど望まれない妻に対し、この初句をもって明 く対しようとしたところに、作者の い知れない悲しみを、われわれ読者は感じ取らずにはいられない。そのよう 歌 だすことで、作者自身が抱える深刻さを救おうとしたとも言えよう。百四首全首が必ずしも成功しているとは言いがたく、また、それぞれが総て初句のもつ「楽しみは」の意味にぴったり叶っているわけでもない。しか 全体からすれば、古典の手法が効果的 活かされた好例とみてよい作品群だろう。
なお同歌集には他に、 「四十年（昔の妻は（
」 「あかねさす」 「おほ








とも、介護はけしてなまやさしいものではない。右のような、重病の妻から離れたひとときの、思わずもらした本音もまた、偽らざる心情に違いない。が、この類 作は非常に少なく、まして心 葛藤などがほとんど見ら ない点に、やや物足りなさを覚えるのは筆者だけたろうか。妻の死後、妻が書 残した三十数年間の卓上日誌やヘルパーによる介護日誌 どにより、生前 妻の内面の苦悩を知り、それを理解してやれなかった悔い 、こ 歌集を編む動機 一つであったと、あとがき 言う。こ を考え合わせると右の点 納得がいく。　最晩年妻をみつめるわ がゐてみつめるのみの時が過ぎゆく　最晩年妻のかたへはわれひ り沈黙の夜が始まりにけり　これがわたし 骨壺ですかといぶかるや左様な顔 妻を空想す
先に触れた「最晩年」に始まる十三首の二つと妻の死後の一首。
この世の残り時間の少なくなった妻から、一瞬たり も目を離すまいと見守り続ける夫「われ」 。それを見ているもう一人 客観的な「われ」がいる点に注目したい。すべて手を尽くした果ての、祈りに似た思いと侵しがたい静かな時間が、下句「 のみの…」からは伝わってくる。三首目も、特に上句に妻の死 悲しむ常套 捨てた発想が興味深 、悲しみを超えた悲しみが胸を打 。こうしたところに作者の本領を見 思いがす のである。
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紙幅の都合で次の機会に譲りたいが、第Ⅵ章から終章Ⅶにかけて


















歌うのでなく、その向こうに湛える抒情や思索 世界 う というそのスタンスがこの作者の介護詠を特徴づけていると言えるだろう。
　しんしんと耳が冷えゆく春の夜を祖母との旅のはじまりとする　海を産 だような顔をして祖母は眠る
  春の真昼を晩年として
　やがてわれを忘れてしまう祖母といて桜並木の先までを行く　終わりゆく祖母の時間の先にある死はやわらかく草の匂いが　人は決して子供に還らぬ大人用紙パンツ く骨ふとき脚　子を産みて育 働き痴れてゆく女とは淋しき脚に立つもの　冬の陽 浴びたる祖母よ大きなる古鏡 して何を映せる
認知症の祖母を看とるのは家族、主に母と孫娘である作者である









も、当然見受けられる。ここでは「ぬぐのぬぐ 」 「どうしてこう痛いんだろう」 「もう死ぬから」など、作者自身や祖母のせりふを用いた、口語調の親しみやすく、無駄のない言葉運びが効果を上げている点も共通しているだろう。作者と同じ体験をもたなくとも共感を呼ぶに違いない。　みずからの母を叱りし母の背が日ごと尖りてゆくまでの鬱　
 糺したきことばかりなる冬の夜は祖母を捨てたしわれを捨てたし
　祖母の死を願いやまざる夜は だかたく眼を閉じ眠るほかなく　わが声と思えぬ声がまた祖母を責めてしまいぬ 　鬱々と雨　祖母の死を予測しあいし母と娘は共犯者めく視線かわしぬ　惚けたる一人 めぐり議論するホームドラマのような明るさ
「デイサービス」日常語となり家族より家族の顔をした人が来る
先の見えない介護の日常にあって、介護される者は勿論、介護す
る側の心の状態が常に愛情に充ち、穏やかであるとは限らない。むしろその折々で揺れ動き、微妙 変化しやすいのは誰しもであろう。肉親であれば愛憎相半ばして一層複雑な心境ともな だろう。右の作にはそうした日々の、われみずからを制しきれずに噴きだした叱正や責める言葉、祖母をいっそ捨ててしまいたいと思う遣り場のなさ、果てにはその死を予測し、願うなどなど、偽りのな 心情の吐露と葛藤が作者だけ なく、 親のそれも交えてためら く詠出されている。表現と ては、たとえば「鬱々と雨」は常套的なきらいがあろうし、五首目は具体性にやや欠けるかも れない。冷酷とも思えるこのためらい なさ しか 、読者にもどこか思いあたるふしがあると思わせ、納得させる力をもつ。人間心理の一面を突いているからだろう。
惚けた祖母の介護をどのようにしていくかは、周囲の家族にとっ
て深刻で重たく、目前に迫った問題である。後の二首 は、作者自身も当事者の一人としてその議論に加わりながら、まるでホームドラマのような明るさだ とらえるもう一つの眼。デイサービスのために祖母を迎えに来 人の、表情や祖母へ 接し方 どに対して、家族よりも家族らしいという受け り方。軽い表現を りな ら、どちらも皮肉めいた批評精神が顔をのぞ せる。
しかしながら、こうした作が先に掲げた抒情的、思索的な作と響






































































ような介護や医療、病状に類する言葉はほとんど使われていない。病床の折々の母の表情や言葉、母への思いを詠んだものが多い。そのまなざしからは労りの心情が細やかに伝わって来るが、溺 やすい安易な感情 表白とは隔絶したものであ 。それは進行しつつある病状の現実を、確 に把握した上でそそがれ 注意深さを伴ったまなざしである。
また、作者にとっての母は肉親としての母親であることよりも、
大先輩の歌人であり、看取りは後輩として 気持ちにかられたから、とあとがきに述べる。母に抱く負の感情 介護中の辛さなどがほとんど見られないのは、ここに理由があるだろうか。肉親としての母親への思いは言うま もないが、このような距離を自分にはっきりと意識させることは、歌を詠む場合の一つ 方法かもしれない。
右の作では「地球の端に腰かけて」 「草の芽のようにふくらむひか















　水中に睡蓮の茎ゆらゆらし 　この まも母は管にて生きる　ぐつすりと眠つたままで六月の空気 底に眠つたままで
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本歌集も介護詠を中心としたものではなく、むしろその占める歌
数は少ない。その中より右に掲げたのは姑を看とる作である。病状は不明であるが、 「植物性人間のやうにしづかなるししうど一本病院裏に」とあるのからほぼ見当がつけられよう。一首目の「遠いかなかな」 は、意識 薄れた状態でこの世に永らえていることとよく響きあっており 二首目の「びえーと唏きぬ」のリアルな表現からは命があるということへの深い愛惜と悲哀感が迫る。三首目では睡蓮の茎の不安定さと母の命を繋ぐ管との響き合い、四首目では「ぐつすりと眠つたままで」の繰り返しが「六月の空気の底」とともに、やり切れなさと無力感が吐き出され効果を上げている。いずも命をみつめる確かな目の上に築かれた、表現 おもしろさに注目したい。
以上、五冊の歌集について介護詠を読み、その現状とともに従来
には見られない発想や工夫を指摘して来た。ここではＡ Ｃが夫による妻の、Ｂが孫娘による祖母の、Ｄが娘による母の、Ｅが嫁による姑のそれぞれ介護である 病状もまた異 る。老老介護などは今日、身近なありふ たものになってきたが 介護する者と れる者との組み合わせは、現代の社会では勿論これに止まらず、さまざまな場合が見られよう。介護詠にお てもまた同様の状況にあ こは、刊行される歌集や月々 総合誌 どからも明らかである。つまり、すでに触れたように、近刊歌集の中 採択しようとす 条件ふさわしいと判断し のが、右の歌集だったと うことである。
病む者や老衰を看とり、快復へ向かって援助すること─介護（ま





るいはライフスタイルの変化など 手伝って夫や父 息子たちも介護に関わらざ を得 く り、あらためてそ と向き合うことになったと考えられるのである。今後の課題として考え みよ と思う。
さりながら、何よりも男女を問わず自分自身の問題として、生老



















































Authors of Kaigo-Ei are faced with problems of ailments, sickness, aging, and death 
in all their aspects, especially in todayʼs aging society. Always taking care of oneʼs 
parents or spouse, the ʻutaʼ the poets sing appealsto us  as acutual experiences. This 
study, surveying through modern tanka anthologies, aims to unravel the significance of 
the theme, by illustrating the new methods of actual composition in scenes of caring 
and nursing,.
